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本論文は，日本人と韓国人の大学生を対象に，公的自己意識，対人不安，自己顕示性の
関係における自尊感情の役割を検討したものであり，第 4部第 10章から構成されている。 
 
第 1部 研究史および問題と目的 
 
第 1章 先行研究の概観と関連概念 
自尊感情，自己意識，対人不安，自己顕示性についての概念のまとめと，これら概念の
文化差について，対人不安の規定要因としての自尊感情と自己意識，文化的自己観につい
て，公的自己意識の相反する反応傾向である対人不安と自己顕示性についての先行研究を
検討した。 
 
第 2章 問題と目的 
第 1章の先行研究のレビューを踏まえたうえで，自尊感情，公的自己意識，対人不安，
自己顕示性の関係についての問題提起と目的について記述した。 
本論文の目的は，日本人と韓国人の大学生を対象に，自尊感情，公的自己意識，対人不
安，自己顕示性の関係について比較検討し，日本人と韓国人の類似点や相違点を明らかに
することである。検討内容は以下のとおりである。 
1．Rosenberg尺度の日本語版と韓国語版を用い，尺度の信頼性と妥当性および項目の等価
性について検討する。 
2．対人不安の高い人は公的自己意識が高く，かつ自尊感情が低いと仮定し，日本人と韓国
人の対人不安と公的自己意識，自尊感情の関係を検討する。 
3．日本と韓国の文化的特性の違いが対人不安の水準の違いをもたらすかについて，文化的
自己観，自尊感情，公的自己意識，対人不安の関係から検討する。 
4．公的自己意識の相反する反応傾向を確認するために，日本人と韓国人の公的自己意識と
対人不安，自己顕示性の関係を検討する。 
5．自尊感情はどのように形成されるかを，日本人と韓国人の養育過程における親と子ども
の行動から検討する。 
 
第 3章 方法 
第 1部では文献調査をし，第 2部では質問紙調査でデータを収集し量的研究法で分析し
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た。第 3部では質問紙調査でデータを収集し量的研究法と質的研究法で分析した。 
 
第 2部 研究報告：日韓比較からみた公的自己意識と対人不安における自尊感情の役割 
 
第 4章 研究 1：自尊感情尺度の検討 
目的 Rosenberg（1965）の自尊感情尺度の日本語版と韓国語版を用い，尺度の信頼性
と妥当性および項目の等価性について検討する。特に，尺度上の問題点として指摘されて
いる項目 8の有用性について検討する。 
方法 調査対象者は日本の早稲田大学学生 390名と韓国の高麗大学学生 430名であった。
測定道具は自尊感情尺度の日本語版と韓国語版であった。 
結果と考察 まず，翻訳版の自尊感情尺度の因子構造を検討した結果，単因子構造尺度
であることが確認された。次に，項目 8の有用性を検討した結果，項目間相関や項目合計
相関が低く，因子負荷量が低いなどの問題があることが示された。さらに，項目の等価性
について検討した結果，ほとんどの項目では等価性を有することが示唆されたが，項目 8
は等価性を有しないことが示された。 
項目 8のこれらの問題の原因としては文化差による翻訳の誤りが考えられる。海外で開
発された尺度を翻訳する際には文化差を考慮して適切な表現を選ぶ必要がある。また，翻
訳版の尺度を用い実証的研究を行うときには尺度の等価性や有用性を検証することが必要
である。本論文では，項目の等価性や有用性を欠く項目 8を削除すべきであると考え，自
尊感情尺度の項目 8を削除して分析を行うこととした。 
 
第 5章 研究 2：日本人は韓国人より人の目を気にするのか，自己評価が低いのか 
―対人不安を規定する要因の日韓比較：公的自己意識と自尊感情― 
目的 日本人と韓国人を対象に，対人不安と対人不安を規定する要因である公的自己意
識，自尊感情を比較検討し，これらの関係が日韓両者で等しく成立する普遍的な関係であ
るかを検討する。 
方法 調査対象者は，日本の早稲田大学学生 177名と韓国の高麗大学学生 196名であっ
た。測定尺度は，対人不安尺度，自尊感情尺度，公的自己意識尺度を使用した。 
結果と考察 まず，各変数の平均を比較した結果，対人不安は日本人が韓国人より高く，
公的自己意識と自尊感情は韓国人が日本人より高かった。本研究では，先行研究の知見よ
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り対人不安が高いと公的自己意識が高く自尊感情が低いと予想したが，対人不安が高かっ
た日本人の公的自己意識は韓国人より低かった。これは公的自己意識が高い人は対人不安
が高いという既存の研究仮説とは一致しない結果であった。 
次に，各変数間の相関関係を比較した結果（図 5参照），対人不安と自尊感情との間には
日韓両者ともに中程度の負の相関がみられたが，対人不安と公的自己意識との間では日本
人のみが中程度の正の相関がみられた。また，公的自己意識と自尊感情との間では韓国人
は弱い正の相関がみられたが，日本人は弱い負の相関がみられた。したがって，対人不安
と公的自己意識および自尊感情の間の相関関係は日韓両者で等しく成立する普遍的なもの
ではなかった。これと関連して対人不安と公的自己意識の関係を調節する変数として自尊
感情の役割を検討した。自尊感情の高い群は対人不安と公的自己意識との間に相関がみら
れず，自尊感情の低い群は対人不安と公的自己意識との間に相関がみられた。 
 
これらの結果から，第1に，公的自己意識の機能は日韓両者で異なることが示唆された。
つまり，公的自己意識が韓国人は肯定的に作用するのに対し，日本人は否定的に作用する
と考えられる。公的自己意識の高い人は防衛的，逃避的行動をとるか，逆に自己顕示的行
動をとるという，相反する反応傾向をもつという先行研究の知見と本研究の結果を踏まえ
ると，公的自己意識が高い人の反応傾向は日韓両国で異なり，日本人は自己防衛的行動を
とりやすい傾向があり，韓国人は自己顕示的行動をとりやすい傾向があるといえる。 
第 2に，対人不安と公的自己意識の関係が日本人と韓国人で異なったのは，日韓両者の自
尊感情の水準の差から生じた結果であったと考えられる。日本人において対人不安と公的
自己意識との間に正の相関がみられたのは，日本人の自尊感情が低いからであり，韓国人
において対人不安と公的自己意識との間に相関がみられなかったのは，韓国人の自尊感情
が高いからであると解釈される。つまり，自尊感情が高い人は他人からの評価や他人に映
る自分の姿を肯定的に捉え対人不安に影響を及ぼさないのに対し，自尊感情が低い人は他
人からの評価や他人に映る自分の姿を否定的に捉え対人不安に影響を及ぼすと考えられる。 
公的自己意識
対人不安
自尊感情
.30**/.11 -.41**/-.48**
-.12†/.21**
日本人/韓国人, **p<.01，†p<.10 
図5 対人不安と公的自己意識，自尊感情の相関関係
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第 6章 研究 3：なぜ人の目を気にするのか 
―文化的自己観が対人不安に及ぼす影響の日韓比較：自尊感情と公的自己意識の媒介効果― 
目的 日本人と韓国人の大学生を対象に，相互独立的自己観，相互協調的自己観が自尊
感情と公的自己意識を通じて対人不安に影響を及ぼすという対人不安モデルを提案し，こ
のモデルにおいて日本人と韓国人の間にどのような違いがあるかを比較検討する。 
方法 調査対象者は，日本の早稲田大学学生 152名と韓国の高麗大学学生 164名であっ
た。測定尺度は，文化的自己観尺度，自尊感情尺度，公的自己意識尺度，対人不安尺度を
用いた。 
結果と考察 まず，各変数の平均を比較した結果，韓国人は日本人より相互独立的自己
観，相互協調的自己観，自尊感情，公的自己意識が高かったが，日本人は韓国人より対人
不安が高かった。また，韓国人は相互独立的自己観と相互協調的自己観の間に差がなかっ
たが，日本人は相互協調的自己観が相互独立的自己観より高かった。韓国人の場合，東洋
文化圏では相互協調的自己観が優勢であるという Markus & Kitayama（1991）の見解とは
一致しなかったが，日本人より相互協調的自己観と相互独立的自己観ともに高いことが示
され，先行研究（Inumiya, Choi, Yoon, Seo, & Han, 1999）と一貫した結果が示された。 
次に，対人不安モデルを検討した結果（図6参照），日本人，韓国人ともに，相互独立的
自己観は自尊感情を媒介に対人不安に負の影響を及ぼし，相互協調的自己観は公的自己意
識を媒介に対人不安に正の影響を及ぼした。つまり，日韓両者ともに相互独立的自己観の
高い人は自尊感情が高いため対人不安を少なく感じ，相互協調的自己観の高い人は公的自
己意識が高いため対人不安を多く感じるという予測を支持する結果であった。 
 
しかし，自尊感情と公的自己意識，対人不安の関係は，韓国人は自尊感情が公的自己意
識を通じて対人不安に正の影響を及ぼしたが，日本人は自尊感情が公的自己意識を通じて
相互独立的自己観 
相互協調的自己観 
自尊感情 
公的自己意識 
対人不安 
.38**/.43** 
.57**/.61** 
-.34**/-.50*** 
.29**/.21** 
-.04/.31** 
パス係数：標準化係数，日本人/韓国人，**p<.01 
モデルの適合度  
GFI＝.97, AGFI＝.89, RMR＝.04, RMSEA＝.08  
図 6 対人不安の研究モデル 
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対人不安に影響を及ぼさなかった。これらの関係について日本人と韓国人のデータを統合
して分析した結果，公的自己意識と対人不安の関係を調節する変数として自尊感情の役割
が確認された。すなわち，自尊感情の高い人は公的自己意識の水準と関係なく対人不安を
少なく経験する一方，自尊感情の低い人は公的自己意識が高いほど対人不安をより多く経
験することが明らかになった。これは自尊感情が高く，かつ公的自己意識が高い人は，自
己顕示の手段としての役割を果たすので対人不安と相関がないが，自尊感情が低く，かつ
公的自己意識が高い人は，自己防衛の手段としての役割を果たすので対人不安を伴うもの
と理解される。以上の結果を総合すると，日本人と韓国人は文化的自己観，自尊感情，公
的自己意識，対人不安の水準においてそれぞれ差異がみられたが，これらの変数すべてを
含む対人不安モデルでは自尊感情と公的自己意識の関係を除き，非常に似ている様相をみ
せていた。 
 
第 7章 研究 4：人の目を気にする人はみな対人不安になるのか 
―公的自己意識と対人不安，自己顕示性の関係への自尊感情の調節効果の日韓比較― 
目的 日本と韓国の文化間の違いを説明する中で示唆された，公的自己意識，対人不安
および自己顕示性の関係における自尊感情の調節効果が，それぞれの文化内でも成立する
一般的な傾向であるか否かを検証する。 
方法 調査対象者は，日本の早稲田大学学生 213名と韓国の高麗大学学生 234名であっ
た。測定尺度は，自尊感情尺度，公的自己意識尺度，対人不安尺度，自己顕示性尺度を用
いた。 
結果と考察 まず，各変数の平均を比較した結果，韓国人は日本人より公的自己意識，
自己顕示性，自尊感情が高く，日本人は韓国人より対人不安が高いことが示された。また，
各変数間の相関関係を比較した結果，日韓両者ともに公的自己意識は対人不安とも自己顕
示性とも正の相関が示された。この結果は，他者の目に映る自分を強く意識する人は防衛
的，逃避的行動をとるか，逆に自己顕示的行動をとりやすいという先行研究を支持するも
のであった。 
次に，公的自己意識と対人不安との関係における自尊感情の調節効果（図 7-1，図 7-2
参照）と，公的自己意識と自己顕示性との関係における自尊感情の調節効果（図 7-3，図
7-4 参照）を検討した結果，韓国人のみ見出された。韓国人は自尊感情が低いと公的自己
意識が高いほど対人不安は高く，自尊感情が高いと公的自己意識が高いほど自己顕示性が
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高かった。しかし，日本人はこれらの傾向がみられなかった。 
 
 
日本人において，調節効果が成立しなかった理由は，第 1に，日本人の自尊感情が全体
的に低いことが考えられる。日本人における自尊感情が高い条件の基準値は，韓国人の自
尊感情の平均を下回るものであった。このことは自尊感情が一定の水準を満たさないと，
公的自己意識が及ぼす影響に対して調節効果をもたない可能性を示唆する。第 2に，日本
人の対人不安が全体的に高いことが考えられる。日本人と韓国人の対人不安の水準は，公
的自己意識が高い場合はあまり差がなく，公的自己意識が低い場合に顕著な差が示された。
つまり，日本人は公的自己意識の高低による対人不安の差が小さく，全体として韓国人よ
りも対人不安が高い結果となった。第 3に，日本人の公的自己意識と自己顕示性の結びつ
きが韓国人に比べて強いことが考えられる。韓国人は公的自己意識の高低による自己顕示
性の差が小さく，公的自己意識が低くても自己顕示性があまり低下しなかった。これに対
し，日本人は公的自己意識の高低によって自己顕示性に大きな差がみられ，公的自己意識
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図7-1 公的自己意識と対人不安の関係に
おける自尊感情の役割（日本人）
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図7-2 公的自己意識と対人不安の関係に
おける自尊感情の役割（韓国人）
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図7-3 公的自己意識と自己顕示性の関係に
おける自尊感情の役割（日本人）
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図7-4 公的自己意識と自己顕示性の関係に
おける自尊感情の役割（韓国人）
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が高いほど自己顕示性も高くなった。このように，日本人は公的自己意識と自己顕示性が
強く結びついているため，両者の関係が自尊感情の高低に左右されなかったと考えられる。 
 
第 3部 研究報告：養育行動の観点からみた自尊感情の日韓差 
 
第 8章 研究 5：なぜ日本人は自尊感情が低いのか 
―回想された親の養育行動が大学生の自尊感情に及ぼす影響の日韓比較：行動分析学的な解釈― 
目的 自尊感情の形成と発達は行動分析学的視点から理解できるという仮定のもとに，
日本人と韓国人の回想された親の養育行動が大学生の自尊感情に及ぼす影響を検討する。 
方法 調査対象者は，日本の早稲田大学学生 201名と韓国の高麗大学学生 206名であっ
た。測定道具は自尊感情尺度，養育過程における親と子どもの行動と反応についての質問
項目であった。 
結果と考察 まず，養育過程における親と子どもの行動を検討した結果，（1）褒められ
た経験は韓国人が日本人より多かった。（2）日韓両者ともに，子どもの頃のそとに対する
親の言語行動と，そとに対する自分の言語行動への親の反応は，現在のそとに対する自分
の言語行動に影響を及ぼした。（3）子どもの頃も現在も，自分が抱く自己評価と他者に示
す自己評価は，韓国人が日本人より高かった。 
次に，自尊感情を規定する要因を共分散構造分析により検討した結果（図 8参照），日韓
両者ともに，子どもの頃のそとに対する親の言語行動と，そとに対する自分の言語行動へ
の親の反応は，現在のそとに対する自分の言語行動を媒介に自尊感情に正の影響を及ぼし
た。つまり，日本人，韓国人ともに子どもの頃に親が身内のことを他者に対して肯定的に
話したと回想している人ほど，また自分が身内のことを他者に対して肯定的に話したこと
を親に褒められたと回想している人ほど，現在も他者に対して身内のことを肯定的に話す
傾向があり，さらにそうした人ほど自尊感情が高かった。 
また，日本人は現在の自分が抱く自己評価と他者に示す自己評価の違いが大きい人ほど
自尊感情が低かった。一方，韓国人は褒められた経験が多い人ほど，また子どもの頃に自
分が身内のことを他者に対して肯定的に話したことを親に褒められたと回想している人ほ
ど自尊感情が高かった。日本人は他者のまなざしに敏感で，その影響を受けやすく，他者
に対して自己否定的な関係の中で自己を捉えようとする傾向がある。このため，自分が抱
いている自己評価と他者に示す自己評価が大きく異なり，状況によって変動する自己評価
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により自尊感情が不安定になり，そのことが日本人の自尊感情を低めたと理解される。一
方，韓国人は褒められたことで，自分の価値や能力など自己評価を安定させ，そのことが
韓国人の自尊感情を維持したと理解される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらのことから，日本人と韓国人は自尊感情の規定要因が概ね共通しているものの，
明らかな相違点もみられた。すなわち，他者に示す自己評価は両者とも現在のほうが回想
された子どもの頃より低いものの，その傾向は日本人において特に顕著であった。そして，
日本人は周囲の人に対し自己肯定できることが自尊感情を規定し，さらには自分が抱く自
己評価と他者に示すそれとの乖離が大きいほど自尊感情は低くなるのに対し，韓国人は褒
められることそのものが自尊感情を規定することが示された。これらは相対的に日本人に
おける自尊感情が他者依存的であることを示唆していると考えられる。 
 
第 4部 結論 
 
第 9章 研究のまとめと総合考察 
1．公的自己意識の機能と反応傾向 
対人不安と対人不安を規定する要因である公的自己意識と自尊感情との関係は日韓両者
で同じく成立する普遍的な関係ではなく，公的自己意識が高い人は必ずしも対人不安傾向
を示さなかった。これは自尊感情の水準によって日韓両者の公的自己意識の機能が異なる
現在の自分が抱く自
己評価と他者に示す
自己評価の違い 
 
褒められた経験 
子どもの頃のそとに
対する親の言語行動 
子どもの頃のそとに
対する自分の言語行
動への親の反応 
現在のそとに対する
自分の言語行動 
 
自尊感情 
.00 /.22** 
 
.31**/.44** 
-.02 /.16* 
 
.20**/.18** 
.23**/.29** 
-.29**/-.09 
 
図 8 自尊感情の規定要因モデル 
パス係数：標準化係数，日本人/韓国人,  **p<.01, *p<.05 
p<.05 
 
モデルの適合度   
GFI＝.97, AGFI＝.91, CFI＝.92, RMSEA＝.07  
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ことを意味すると解釈された。日本人より自尊感情の高い韓国人は公的自己意識が肯定的
に作用し，自己顕示的行動をとりやすい傾向があるのに対し，自尊感情の低い日本人は公
的自己意識が否定的に作用し，防衛的，逃避的行動をとりやすいことを示唆する。これは
自尊感情の水準によって公的自己意識の機能が異なるためであり，他者の立場にたって自
分をモニタリングし，その状況に合うよう行動を選択するので反応傾向が異なったと考え
られる。これらのことから，社会的対象としての自己に注意を向けることが心理的不適応
に結びつくのではなく，他者に見られている自分に注意を向け，自己評価し，その状況に
合うよう自己をコントロールすることが心理的適応および不適応に結びつくと考えられる。 
 
2．公的自己意識と対人不安，自己顕示性における自尊感情の調節効果 
公的自己意識と対人不安，自尊感情の関係における自尊感情の調節効果は，日韓両者の
データを統合して分析した研究では認められた。しかし，日韓それぞれの文化内でも成立
する一般的な傾向であるかを検討した研究では韓国人のみ認められた。日本人において，
調節効果が成立しなかった主な理由は，日本人の自尊感情が全体的に低いからであると解
釈された。日本人における自尊感情が高い条件の基準値は，韓国人の自尊感情の平均を下
回るものであった。このことは，自尊感情が一定の水準を満たさないと，公的自己意識が
及ぼす影響に対して調節効果をもたない可能性を示唆するものと考えられる。 
自尊感情の調節効果をシンボリック相互作用理論（Blumer, 1969）の観点と，ソシオメー
ター理論の観点から考えると，自尊感情の低い人は他者からの評価を否定的に捉え，自分
が他者に拒否されていると感じるのでネガティブな反応（対人不安傾向）を示すが，自尊
感情の高い人は他者からの評価を肯定的に捉え，自分が他者に受容されていると感じるの
でポジティブな反応（自己顕示的傾向）を示すと理解される。公的自己意識と対人不安お
よび自己顕示性の関係における自尊感情の調節効果は，日本人では成立しなかったため，
どの程度一般性をもつかは明らかではない。しかし，自尊感情の調節効果が文化比較の問
題を超え，一般法則定立の可能性を残しているといえる。 
 
3．日本人と韓国人の自尊感情の形成と発達 
日韓両者の自尊感情を規定する要因の共通点は，子どもの頃のそとに対する親の言語行
動と，そとに対する自分の言語行動への親の反応が，現在のそとに対する自分の言語行動
を媒介に自尊感情に正の影響を及ぼした。つまり，日本人，韓国人ともに，子どもの頃に
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親が自分や身内のことをそとに対して肯定的に話していたと回想し，また自分も親の期待
する行動をとったときに親に褒められたと回想している人ほど，現在もそれらの行動をす
る傾向があり，またそうした人ほど自尊感情が高いことが示唆された。 
一方，日韓両者の相違点は，日本人は現在の自分が抱く自己評価と他者に示す自己評価
の違いが自尊感情に負の影響を及ぼしたのに対し，韓国人は褒められた経験，子どもの頃
のそとに対する自分の言語行動への親の反応が自尊感情に正の影響を及ぼした。 
現在の自分が抱く自己評価と他者に示す自己評価に注目すると，二つの自己評価ともに
日本人が韓国人より低かった。また，現在の自分の抱く自己評価は日韓両者ともに肯定的
であったのに対し，他者に示す自己評価は日本人は否定的で，韓国人は肯定的であった。
日本人の文化的特性や両価感情，自尊感情の不安定の諸理論と研究結果を合わせて考える
と，日本人は自分に対して肯定的な自己評価をするのに対し，他者に対しては社会的に望
ましくあろうとして否定的な自己評価をする傾向があり，このような相反する自己評価に
葛藤を起こす両価感情をもつため自尊感情が低く，また，同時に状況によって自己評価が
変動し不安定になり，自尊感情が低くなったと考えられる。 
また，本研究では，経験が自尊感情を規定する過程に関する理論的枠組みとして行動分
析学に注目し，日本人と韓国人における行動随伴性と，その随伴性によって成立する行動，
行動の違いが生み出す文化の違いについて検討した。行動分析学の三項随伴性の原理は文
化の違いや理解の有用な説明枠組みとなる可能性を示唆したものと考えられる。 
 
第 10章 今後の課題と展望 
今後さらに検討すべき課題や進めていくべき課題について，公的自己意識と対人不安の
関係におけるセルフ・モニタリングの介在や役割を検討する必要があること，自尊感情の
調節効果の一般性について多くの文化との比較研究により明らかにする必要があること，
自尊感情の役割や構造などを検討するために自尊感情の定義を明確にしておく必要がある
こと，などを示した。 
 
